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マ
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成
人
の
歯
の
数
は
親
知
ら
ず
が

４
本
と
も
生
え
て
い
れ
ば　

本
、

３２

生
え
て
い
な
け
れ
ば　

本
で
す
。

２８

　

厚
生
省
（
当
時
）
と
日
本
歯
科

医
師
会
は
平
成
元
年
か
ら
「　

歳
８０

に
な
っ
て
も
自
分
の
歯
を　

本
以

２０

上
保
と
う
」
と
い
う
「
８
０
２
０

運
動
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
歯
科
医
師
会
が　

年
に
ま

２７

と
め
た
資
料
に
よ
る
と
、
歯
の
数

が
少
な
い
と
認
知
症
、
脳
卒
中
、

転
倒
に
よ
る
骨
折
な
ど
の
リ
ス
ク

が
高
ま
る
こ
と
か
ら
、
歯
の
喪
失

防
止
が
寿
命
の
延
長
や
介
護
予
防

に
貢
献
す
る
こ
と
が
、
国
内
外
の

研
究
に
よ
り
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
般
的
に
、　

本
以
上
の
歯
が

２０

あ
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
の
食
品
を
か

ん
で
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

歯
の
数
を
保
つ
取
り
組
み

　

市
で
は　

年
か
ら　

年
の　

年

２５

３４

１０

間
を
計
画
期
間
と
し
て
、
健
康
増

進
計
画「
第
２
次
健
康
お
た
る　

」
２１

に
よ
り 
口  
腔 
の
健
康
を
推
進
し
て

こ
う 
く
う

い
ま
す
。「
８
０
２
０
」を
達
成
す

る
た
め
の
中
間
目
標
で
あ
る
「
６

０
２
４
（　

歳
ま
で
自
分
の
歯
を

６０

　

本
以
上
保
つ
）」の
達
成
状
況
は

２４
　

年
に
は　

・
７
％
で
し
た
が
、

２３

３９

　

年
に
は　

・
７
％
に
上
昇
し
て

２８

４７

も
の
で
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

で
は
「
歯
を
保
つ
気
持
ち
が
強
く

な
っ
た
」
と
多
く
の
方
が
回
答
し

て
い
ま
す
（
左
上
の
グ
ラ
フ
を
参

照
）。

　
　

年
度
も
「
あ
な
た
の
歯
は
何

２９
本
？
」
事
業
を
継
続
し
て
行
っ
て

い
ま
す
。　

年
度
の
ア
ン
ケ
ー
ト

２９

で
は
抜
歯
後
の
治
療
や
、
食
事
の

際
の
か
み
具
合
に
つ
い
て
も
聞
い

て
い
ま
す
。
歯
科
医
院
を
受
診
し

た
際
は
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

 
健  
口 
（
口
腔
の
健
康
）
を

け
ん 
こ
う

保
つ
に
は

　

歯
を
失
う
二
大
原
因
は
歯
周
病

と
虫
歯
で
す
。
永
久
歯
は
６
歳
ご

ろ
か
ら
生
え
始
め
、　

歳
ご
ろ
に

１２

生
え
揃
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
歯

を
健
康
に
保
つ
た
め
に
は
子
ど
も

の
頃
か
ら
の
虫
歯
予
防
と
大
人
に

な
っ
て
か
ら
の
歯
周
病
予
防
が
重

要
で
す
。

　

虫
歯
予
防
に
は
フ
ッ
化
物
の
利

用
が
効
果
的
で
す
。
歯
周
病
予
防

に
は
、
歯
磨
き
な
ど
の
口
腔
清
掃

を
徹
底
す
る
ほ
か
、
喫
煙
に
代
表

さ
れ
る
歯
周
病
の
リ
ス
ク
を
高
め

る
生
活
習
慣
の
改
善
、
歯
周
病
と

関
連
の
深
い
糖
尿
病
の
治
療
な
ど

も
必
要
で
す
。
加
え
て
歯
科
医
院

平成２９（２０１７）年１１月　広報おたる　４

市
で
は
、
平
成　

年
度
か
ら
歯
科
医
師
会
、
歯
科
衛
生
士
会

２８

と
協
力
し
て
、
歯
周
病
を
予
防
し
自
分
の
歯
を
維
持
す
る
た

め
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
こ
の
事
業
と
歯
科

検
診
・
講
座
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

自
分
の
歯歯
を
残
そ
う
！

お
り
、
自
分
の
歯
を
保
っ
て
い
る

人
が
増
加

し
て
い
る

こ
と
が
分

か
り
ま
す

（
下
の
表

を
参
照
）。

　
　

年
度

２８
に
は
市
内

６
割
ほ
ど

の
歯
科
医

院
の
協
力
を
得
て
、
定
期
健
診
と

プ
ロ
ケ
ア
（
歯
科
医
師
や
歯
科
衛

生
士
に
よ
る
口
の
清
掃
な
ど
）
を

推
進
す
る
「
あ
な
た
の
歯
は
何

本
？
」
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
歯
科
医
院
で
通
院
し
て

い
る
方
に
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
使
っ

て
歯
の
大
切
さ
を
説
明
し
、
ア
ン

ケ
ー
ト
に
答
え
て
も
ら
う
と
い
う

後期高齢者歯科健康診査

を実施しています

　後期高齢者を対象に平成２９年度から

無料の「歯科健康診査」を実施しています。対象

となる方には受診券を送付していますので、年に

１回、市内の歯科医院で受診しましょう。

�詳細　後期高齢・福祉医療課��４１１１内線３１２、

��０１２０

後期高齢者医療制度の被保険者（長期入院されてい
る方や施設へ入所されている方などは除きます）

対象

無料自己負担額

市内の歯科医院へ直接予約してください申し込み

・後期高齢者医療被保険者証
・後期高齢者歯科健康診査受診券

受診に必要なもの

歯の状態、義歯の状態、かみ合わせの状態、口の中の
衛生状況、歯周組織の状況等

診査項目

６０２４目標達成状況
項目 平成３４年

（目標）
平成２８年

計画開始
当初

５０.０％４７.７％
３９.７％

（平成２３年）
小樽市

７０.０％-
６０.２％

（平成１７年）
国

歯周病予防の基本

受診者アンケート（抜粋）
Ｑ.「あなたの歯は何本？」事業の説明を聞いた

り、リーフレットを見たりして、「歯を保ってい

よう」という気持ちは、変化しましたか？（男

女合計）

強くなった（６７．５％）
以前から思っていた
（２９．１％）

変化も関心もない
（２．６％）

低下した（０．２％）

不詳（ ０．５％）

毎日の歯磨き

（セルフケア）

�歯ブラシ

�歯間ブラシ

�糸ようじ

歯科医院での清掃

（プロケア）

�機械や器具を用いた清掃

�歯石除去

で
の
定
期
健
診
や
プ
ロ
ケ
ア
も
欠

か
せ
ま
せ
ん（
右
の
囲
み
を
参
照
）。

　

す
で
に
歯
の
数
が
少
な
い
と
い

う
方
は
、
今
以
上
に
歯
を
失
わ
な

い
た
め
に
、
歯
科
治
療
を
受
け
て

口
腔
機
能
を
回
復
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
か
か
り
つ
け
の
歯
科
医

院
で
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

歯
の
数
を
保
つ
こ
と
で
寿
命
の

延
長
に
つ
な
が
り
、
介
護
の
リ
ス

講座・イベント等のお知らせ
「いい歯の日」のイベント
�と　き　１１月１２日�の午前９時～正午
�ところ　小樽歯科衛生士専門学校（稲穂２- １-１４）
�内　容　歯科相談、健診、フッ化物塗布、お口の健康度チェックなど
�詳細　小樽市歯科医師会��３０００

第２回小樽市健口（けんこう）講座
�と　き　１１月１６日�の午後２時～３時３０分
�ところ　いなきたコミュニィティセンター
�内　容　講座「歯がなくなったらどうします？～残った大切な歯を守る治療法に
　　　　　ついて」
�講　師　上浦庸司（かみうらようじ）氏（上浦歯科クリニック院長）
�申し込み　１１月１３日�までに保健所健康増進課へ
�詳細　保健所健康増進課��３１１０、��１４６９

小児歯科相談
�と　き　毎月６回開催の午後１時～４時
※日時は申し込みの際に確認してください。
�ところ　保健所
�内　容　虫歯予防のための健診やフッ化物塗布
�対　象　９歳までの子ども
�持ち物　母子健康手帳と歯ブラシ
�申し込み　事前に健康増進課まで
※フッ化物塗布を希望する方は７４０円が必要です。
�詳細　保健所健康増進課��３１１０、��１４６９

ク
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

定
期
的
な
受
診
で
、「
健
口
」
を
維

持
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
歯
の
健
康
に
関
す
る
イ

ベ
ン
ト
や
講
座
に
つ
い
て
は
、
左

の
囲
み
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
所
健

康
増
進
課
�
�
３
１
１
０
、
�
�

１
４
６
９
へ
ど
う
ぞ
。

５　平成２９（２０１７）年１1月　広報おたる

　北朝鮮は過去に例を見ない頻度で弾道ミサイルを発射しています。平成２９年８月以降には弾道ミサイルが北

海道上空を通過し、太平洋上に落下する事案も起きています。

　弾道ミサイルは、発射からわずか１０分もしないうちに到達する可能性もあります。ミサイルが日本に飛来す

る可能性がある場合は、国から緊急情報を瞬時に伝える「全国瞬時警報システム（Ｊアラート）」を活用して、

緊急速報メールやテレビ、ラジオにより緊急情報のお知らせがあります。

　小樽市内に緊急情報が伝達されるのは、北海道や東北地方にミサイルの飛来が予想される場合です。

�詳細　災害対策室��４１１１内線４４１、��９９５５

ミサイル発射情報が流れたら、直ちに行動してください

弾道ミサイル飛来時に取るべき行動について

【ミサイル着弾時の爆風や破片などによる被害を避けるため】

屋外にいる場合：近くの建物の中か地下施設に避難する。
※できれば頑丈な建物が望ましいものの、近くにない場合は、それ以外の建物でも構いません。

建物がない場合：物陰に身を隠すか、地面に伏せて頭部を守る。

屋内にいる場合：窓から離れるか、窓のない部屋に移動する。

※この内容は、国が示したものに基づき作成しています。

※緊急情報は第１報の後も、続報がありますので、注意してください。

【近くにミサイルが落下したとき（落下物には有害な燃料が付着している場合も考えられます）】

屋外にいる場合：口と鼻をハンカチで覆い、現場から直ちに離れ、密閉性の高い屋内

　　　　　　　　または風上へ避難する。

屋内にいる場合：換気扇を止めて、窓を閉め、目張りをして屋内を密閉する。

�速やかな避難行動 �正確かつ迅速な情報収集 に努め、落ち着いて行動してください。


